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298 統計数理 第39巻 第2号 1991
2．テキスト，文献および統計量
 テキストは浅井要麟編「昭和新修日蓮聖人遺文全集」（平楽寺書店）を使用した．分析には，
日蓮著作23編，偽作17編を用いた（表2）．
 文章はすべて“分かち書き（単語分割）”して入力し，各単語には普通名詞，固有名詞，形式名
詞，代名詞，数詞，動詞，形容動詞，助詞，接頭語，接尾語，形容詞，感動詞，助動詞，連体
詞，副詞，接続語のいずれに属するかの情報を付加した．この入力データから，各文献におけ
る一万数千種の単語の出現率，品詞の出現率，平均文長，平均単語長，延べ語数に対する異な
り語数の割合だとの数百種の統計量を求めた．
 3．日蓮遺文と偽作の文体差
 単一の統計量で，日蓮の著作と偽作を明確に区別できるものは現在まで見つかっていたい．日
蓮の著作と偽作の違いが比較的現れていると思われる統計量に関して，その分布を図1に示す．
 なお，分析に用いた文献には和漢混清体と漢文体の2種類の文献がある．同一人物の文献に
おいても品詞の出現率，平均文長等の文の構造に関する統計量は，漢文の混合率の影響を受け
ることが判明したので，文の構造に関する統計量を比較する際には，漢文比率による修正を施
した．
